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た。このプログラムは、貧困な家庭が子どもたちを学校へ就学させたりすることを条件に小額の補助金を受給するもので、メキシコではそれを国家プログラムとして始めました。ブラジル それに追随する格好になったわけです。これはカルドーゾ大統領の下で行わましたが、二〇〇三年、ルーラ大統領が既存の複数のプログ ムを統一し、ボルサ・ファミリアとしてさらに拡大 て全国規模で実施しました。　
なぜ、ＣＣＴがそれほどに重要










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。今後のブラジルの方向を大きく左右する選挙にな かもしれません。国民の方を向いた選挙結果になるか、新しい政権が成長と公正のバランスの取れた国家運営をできるかどう が、ひとつ 鍵となります。民主化要求デモは一九八〇年代が最初です。民主化要求デ
モ
の
後
に
は、
“T
he N
ew
 B
ra-
zil ” を
つ
く
り
出
し
た
新
し
い
憲
法
が
制定されました。今年起きたデモがどれくらい重要であったか、または、一九八〇年代前半の民主化デモと同じぐらいのインパクトをブラジルにもたらすか否か。それを見極める いう意味において、来年の大統領選挙は非常に重要になると思います。（こ
ん
た
　
り
ょ
う
へ
い
／
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ループ）
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